
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
可視光領域を含む照明光を供給する照明光供給手段と、前記照明光を被写体に照射し戻り
光により前記被写体を撮像する撮像手段を有する内視鏡と、前記撮像手段からの撮像信号
を信号処理する信号処理手段とを備えた内視鏡装置において、
前記照明光供給手段から前記撮像手段に至る光路上に配置可能に配設された、前記照明光
の複数の波長領域のうち少なくとも１つの波長領域の帯域を狭めるよう制限し前記被写体
の離散的な分光分布のバンド像を前記撮像手段に結像させる帯域制限手段を有し、
前記信号処理手段は、前記帯域制限手段によって少なくとも１つの波長領域の帯域が狭め
られた前記撮像信号の波長領域毎に空間周波数フィルタリング処理を行うことを特徴とす
る内視鏡装置。
【請求項２】
前記照明光供給手段は、
前記帯域制限手段の制限に応じて、前記照明光の光量を前記波長域毎に制御する光量制御
手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、生体組織の像を撮像し信号処理する内視鏡装置に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
従来より、照明光を照射し体腔内の内視鏡画像を得る内視鏡装置が広く用いられている。
この種の内視鏡装置では、光源装置からの照明光を体腔内にライトガイド等を用い導光し
その戻り光により被写体を撮像する撮像手段を有する電子内視鏡が用いられ、ビデオプロ
セッサにより撮像手段からの撮像信号を信号処理することにより観察モニタに内視鏡画像
を表示し患部等の観察部位を観察するようになっている。
【０００３】
内視鏡装置において通常の生体組織観察を行う場合は、光源装置で可視光領域の白色光を
発光し、例えばＲＧＢ等の回転フィルタを介することで面順次光を被写体に照射し、この
面順次光による戻り光をビデオプロセッサで同時化し画像処理することでカラー画像を得
たり、内視鏡の撮像手段の撮像面の前面にカラーチップを配し白色光による戻り光をカラ
ーチップにてＲＧＢに分離することで撮像しビデオプロセッサで画像処理することカラー
画像を得ている。
【０００４】
一方、生体組織では、照射される光の波長により光の吸収特性及び散乱特性が異なるため
、近年、例えば赤外光を照明光として生体組織に照射し生体組織に深部の組織の観察が可
能な赤外光内視鏡装置が種々提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、生体組織の診断では、組織表面近くの深部組織情報も重要な観察対象とな
るが、上記の赤外光内視鏡装置では、組織表面よりも深い深部組織情報しか得ることがで
きない。
【０００６】
また、白色光を回転フィルタによりＲＧＢ面順次光として、生体組織に照射すると、その
波長域が異なるために、各色の光による撮像信号は、生体組織の組織表面近くの異なる深
部組織情報を有しているが、一般にはこのＲＧＢ面順次光による内視鏡画像をより自然な
色画像とするため、白色光は、各波長域がオーバーラップしたＲＧＢ光に分離される。
【０００７】
すなわち、オーバーラップしたＲＧＢ光では、各波長域による光の撮像信号には幅のある
深部組織情報が取り込まれるため、生体組織の組織表面近くの所望の深部の組織情報を視
認することが難しいといった問題がある。
【０００８】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、生体組織の組織表面近くの所望の深部
の組織情報を分離して視認することのできる内視鏡装置を提供することを目的としている
。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明の内視鏡装置は、可視光領域を含む照明光を供給する照明光供給手段と、前記照明
光を被写体に照射し戻り光により前記被写体を撮像する撮像手段を有する内視鏡と、前記
撮像手段からの撮像信号を信号処理する信号処理手段とを備えた内視鏡装置において、前
記照明光供給手段から前記撮像手段に至る光路上に配置可能に配設された、前記照明光の
複数の波長領域のうち少なくとも１つの波長領域の帯域を狭めるよう制限し前記被写体の
離散的な分光分布のバンド像を前記撮像手段に結像させる帯域制限手段を有し、前記信号
処理手段は、前記帯域制限手段によって少なくとも１つの波長領域の帯域が狭められた前
記撮像信号の波長領域毎に空間周波数フィルタリング処理を行うことを特徴とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について述べる。
【００１１】
図１ないし図１０は本発明の第１の実施の形態に係わり、図１は内視鏡装置の構成を示す
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構成図、図２は図１の回転フィルタの構成を示す構成図、図３は図２の回転フィルタの第
１のフィルタ組の分光特性を示す図、図４は図２の回転フィルタの第２のフィルタ組の分
光特性を示す図、図５は図１の内視鏡装置により観察する生体組織の層方向構造を示す図
、図６は図１の内視鏡装置からの照明光の生体組織の層方向への到達状態を説明する図、
図７は図３の第１のフィルタ組を透過した面順次光による各バンド画像を示す図、図８は
図４の第２のフィルタ組を透過した面順次光による各バンド画像を示す図、図９は図１の
調光回路による調光制御を説明する図、図１０は図１の画像処理回路の構成を示す構成図
である。
【００１２】
図１に示すように、本実施の形態の内視鏡装置１は、体腔内に挿入し体腔内組織を撮像す
る撮像手段としてＣＣＤ２を有する電子内視鏡３と、電子内視鏡３に照明光を供給する光
源装置４と、電子内視鏡３のＣＣＤ２からの撮像信号を信号処理して内視鏡画像を観察モ
ニタ５に表示したり内視鏡画像を符号化して圧縮画像として画像ファイリング装置６に出
力するビデオプロセッサ７とから構成される。
【００１３】
光源装置４は、照明光を発光するキセノンランプ１１と、白色光の熱線を遮断する熱線カ
ットフィルタ１２と、熱線カットフィルタ１２を介した白色光の光量を制御する絞り装置
１３と、照明光を面順次光にする回転フィルタ１４と、電子内視鏡３内に配設されたライ
トガイド１５の入射面に回転フィルタ１４を介した面順次光を集光させる集光レンズ１６
と、回転フィルタ１４の回転を制御する制御回路１７とを備えて構成される。
【００１４】
回転フィルタ１４は、図２に示すように、円盤状に構成され中心を回転軸とした２重構造
となっており、外側の径部分には図３に示すような自然な色再現に適したオーバーラップ
した分光特性の面順次光を出力するための第１のフィルタ組を構成するＲ１フィルタ１４
ｒ１，Ｇ１フィルタ１４ｇ１，Ｂ１フィルタ１４ｂ１が配置され、内側の径部分には図４
に示すような所望の深層組織情報が抽出可能な離散的な分光特性の狭帯域な面順次光を出
力するための第２のフィルタ組を構成するＲ２フィルタ１４ｒ２，Ｇ２フィルタ１４ｇ２
，Ｂ２フィルタ１４ｂ２が配置されている。そして、回転フィルタ１４は、図１に示すよ
うに、制御回路１７により回転フィルタモータ１８の駆動制御がなされ回転され、また径
方向の移動（回転フィルタ１４の光路に垂直な移動であって、回転フィルタ１４の第１の
フィルタ組あるいは第２のフィルタ組を選択的に光路上に移動）が後述するビデオプロセ
ッサの７内のモード切替回路４２からの制御信号によりモード切替モータ１９によって行
われる。
【００１５】
なお、キセノンランプ１１、絞り装置１３、回転フィルタモータ１８及びモード切替モー
タ１９には電源部１０より電力が供給される。
【００１６】
図１に戻り、ビデオプロセッサ７は、ＣＣＤ２を駆動するＣＣＤ駆動回路２０と、対物光
学系２１を介してＣＣＤ２により体腔内組織を撮像した撮像信号を増幅するアンプ２２と
、アンプ２２を介した撮像信号に対して相関２重サンプリング及びノイズ除去等を行うプ
ロセス回路２３と、プロセス回路２３を経た撮像信号をデジタル信号の画像データに変換
するＡ／Ｄ変換器２４と、Ａ／Ｄ変換器２４からの画像データにホワイトバランス処理を
施すホワイトバランス回路２５と、回転フィルタ１４による面順次光を同時化するための
セレクタ２６及び同時化メモリ２７ａ、２７ｂ，２７ｃと、同時化メモリ２７ａ、２７ｂ
，２７ｃに格納された面順次光の各画像データを読み出しガンマ補正処理、輪郭強調処理
、色処理等を行う画像処理回路３０と、画像処理回路３０からの画像データをアナログ信
号に変換するＤ／Ａ回路３１ａ，３１ｂ，３１ｃと、Ｄ／Ａ回路３１ａ，３１ｂ，３１ｃ
の出力を符号化する符号化回路３４と、光源装置４の制御回路１７からの回転フィルタ１
４の回転に同期した同期信号を入力し各種タイミング信号を上記各回路に出力するタイミ
ングジェネレータ３５とを備えて構成される。
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【００１７】
また、電子内視鏡２には、モード切替スイッチ４１が設けられており、このモード切替ス
イッチ４１の出力がビデオプロセッサ７内のモード切替回路４２に出力されるようになっ
ている。ビデオプロセッサ７のモード切替回路４２は、制御信号を調光回路４３，調光制
御パラメータ切替回路４４及び光源装置４のモード切替モータ１９に出力するようになっ
ている。調光制御パラメータ切替回路４４は、回転フィルタ１４の第１のフィルタ組ある
いは第２のフィルタ組に応じた調光制御パラメータを調光回路４３に出力し、調光回路４
３はモード切替回路４２からの制御信号及び調光制御パラメータ切替回路４４からの調光
制御パラメータに基づき光源装置４の絞り装置１３を制御し適正な明るさ制御を行うよう
になっている。
【００１８】
図５に示すように、体腔内組織５１は、例えば深さ方向に異なった血管等の吸収体分布構
造を持つ場合が多い。粘膜表層付近には主に毛細血管５２が多く分布し、またこの層より
深い中層には毛細血管の他に毛細血管より太い血管５３が分布し、さらに深層にはさらに
太い血管５４が分布するようになる。
【００１９】
一方、光は体腔内組織５１に対する光の深さ方向の深達度は、光の波長に依存しており、
可視域を含む照明光は、図６に示すように、青（Ｂ）色のような波長が短い光の場合、生
体組織での吸収特性及び散乱特性により表層付近までしか光は深達せず、そこまでの深さ
の範囲で吸収、散乱を受け、表面から出た光が観測される。また、青（Ｂ）色光より波長
が長い、緑（Ｇ）色光の場合、青（Ｂ）色光が深達する範囲よりさらに深い所まで深達し
、その範囲で吸収、散乱を受け、表面から出た光が観測される。さらにまた、緑（Ｇ）色
光より波長が長い、赤（Ｒ）色光は、さらに深い範囲まで光が到達する。
【００２０】
通常観察時には、照明光の光路上に回転フィルタ１４の第１のフィルタ組であるＲ１フィ
ルタ１４ｒ１，Ｇ１フィルタ１４ｇ１，Ｂ１フィルタ１４ｂ１に位置するようにビデオプ
ロセッサの７内のモード切替回路が制御信号によりモード切替モータ１９を制御する。
【００２１】
体腔内組織５１の通常観察時におけるＲ１フィルタ１４ｒ１，Ｇ１フィルタ１４ｇ１，Ｂ
１フィルタ１４ｂは、図３に示したように各波長域がオーバーラップさせるために、Ｂ１
フィルタ１４ｂ１によるＣＣＤ４で撮像される撮像信号には図７（ａ）に示すような浅層
での組織情報を多く含む浅層及び中層組織情報を有するバンド画像が撮像され、また、Ｇ
１フィルタ１４ｇ１によるＣＣＤ４で撮像される撮像信号には図７（ｂ）に示すような中
層での組織情報を多く含む浅層及び中層組織情報を有するバンド画像が撮像され、さらに
Ｒ１フィルタ１４ｒ１によるＣＣＤ４で撮像される撮像信号には図７（ｃ）に示すような
深層での組織情報を多く含む中層及び深層組織情報を有するバンド画像が撮像される。
【００２２】
そしてビデオプロセッサ７により、これらＲＧＢ撮像信号を同時化して信号処理すること
で、内視鏡画像としては所望あるいは自然な色再現の内視鏡画像を得ることが可能となる
。
【００２３】
一方、電子内視鏡３のモード切替スイッチ４１が押されると、その信号がビデオプロセッ
サ７のモード切替回路４２に入力される。モード切替回路４２は、光源装置４のモード切
替モータ１９に制御信号を出力することで、通常観察時に光路上にあった回転フィルタ１
４の第１のフィルタ組を移動させ第２のフィルタ組を光路上に配置するように回転フィル
タ１４を光路に対して駆動する。
【００２４】
第２のフィルタ組による体腔内組織５１の狭帯域光観察時におけるＲ２フィルタ１４ｒ２
，Ｇ２フィルタ１４ｇ２，Ｂ２フィルタ１４ｂ２は、照明光を図４に示したように離散的
な分光特性の狭帯域な面順次光とするために、Ｂ２フィルタ１４ｂ２によるＣＣＤ４で撮
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像される撮像信号には図８（ａ）に示すような浅層での組織情報を有するバンド画像が撮
像され、また、Ｇ２フィルタ１４ｇ２によるＣＣＤ４で撮像される撮像信号には図８（ｂ
）に示すような中層での組織情報を有するバンド画像が撮像され、さらにＲ２フィルタ１
４ｒ２によるＣＣＤ４で撮像される撮像信号には図８（ｃ）に示すような深層での組織情
報を有するバンド画像が撮像されれる。
【００２５】
この時、図３及び図４から明らかなように、第１のフィルタ組による透過光量に対して第
２のフィルタ組による透過光量は、その帯域が狭くなるため減少するため、調光制御パラ
メータ切替回路４４は、回転フィルタ１４の第１のフィルタ組あるいは第２のフィルタ組
に応じた調光制御パラメータを調光回路４３に出力することで、調光回路４３は絞り装置
１３を制御し、図９に示すように、ビデオプロセッサ７の図示しない設定パネルでの設定
値Ｌｘに応じた通常観察時の絞り装置１３による例えばリニアな絞り制御線６１に対して
、狭帯域光観察時では絞り装置１３を制御して設定値Ｌｘに応じた絞り制御曲線６２によ
り光量Ｍｘを制御する。これにより狭帯域光観察時においても十分　な明るさの画像デー
タが得られる。
【００２６】
具体的には、第１のフィルタ組から第２のフィルタ組に変更したことに連動して、光量設
定値Ｌｘに対応する絞りレベル値が図９に示すようにＭｘ１からＭｘ２に変更になり、そ
の結果、絞りが開放される方向に制御され、フィルタが狭帯域化することにより、照明光
量が減少することを補償するように動作する。
【００２７】
本実施の形態の画像処理回路３０は、ＲＧＢのうち２つのバンド画像情報を用いて、血液
中のヘモグロビン濃度に相関のある値、ＩＨｂ（ヘモグロビンインデックス）を算出する
処理構成を有し、具体的には、図１０に示すように、画像処理回路３０に入力されたＲＧ
Ｂ信号は、逆γ補正処理部６１でＣＲＴ表示用に行われているγ補正を除去するための逆
γ補正処理がテーブル変換等で行われる。
【００２８】
つぎに逆γ補正処理されたＧＢ信号は、セレクタ部６２でモード切替回路４２からの制御
信号に基づいて、後段処理に流す信号を選択する。次に階調反転処理部６３で階調の反転
処理が行われたあと、Ｒ信号との乗算器６４で乗算が行われる。そして最後に対数変換部
６５で対数変換を受けたあと、画像処理回路３０から出力される。
【００２９】
画像処理回路３０からの出力形態は、ＩＨｂに基づいて疑似カラー画像を生成しても良い
し、あるいは一つのバンド画像、例えぱＲ画像をＩＨｂ画像に置き換えるようにしても良
い。
【００３０】
従来のＩＨｂでは、３２×Ｌｏｇ２ （Ｒ／Ｇ）という式が使われている。この式はＧバン
ド画像が血液情報を強く反映することを利用している。
【００３１】
一方、フィルタを狭帯域化すると、Ｂ画像には表面上の毛細血管が強く反映される。した
がって、フィルタ切替後のＢとＧの画像は、血液が存在する深さが異なり、Ｂが表層、Ｇ
がそれより深い層位置の情報を反映することになる。
【００３２】
よって、本実施の形態では、モード切替スイッチ４１が押下され狭帯域観察モードとなる
と、モード切替回路４２からの指示によって、図１０に示すセレクタ部６２の動作を切替
えることで、Ｂ情報に基づいた粘膜表層のＩＨｂ値（３２×Ｌｏｇ２ （Ｒ／Ｂ））、Ｇ情
報に基づいた粘膜中層のＩＨｂ値（３２×Ｌｏｇ２ （Ｒ／Ｇ））を切替えて使用すること
ができ、生体組織の組織表面近くの所望の深部の組織情報を分離して視認することができ
る。
【００３３】
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なお、セレクタ部６２の動作はモード切替回路４２からの制御信号に基づいたが、これは
、電子内視鏡３の操作部等に別のスイッチを設けても良い。
【００３４】
図１１ないし図１５は本発明の第２の実施の形態に係わり、図１１は内視鏡装置の構成を
示す構成図、図１２は図１１の画像処理回路の構成を示す構成図、図１３は図１２のフィ
ルタリング実行部の構成を示す構成図、図１４は図１３のフィルタリング実行部のフィル
タ周波数特性を示す図、図１５は図１１の狭帯域観察モード時に撮像されるＲＧＢ画像を
示す図である。
【００３５】
第２の実施の形態は、第１の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００３６】
本実施の形態は、照明光の分光特性を狭帯域ＲＧＢ特性に切替えることが可能で、それと
連動して調光テープルなど光量制御パラメータの変更、画像処理パラメータの変更機能を
備えた内視鏡装置に関する。
【００３７】
図１１に示すように、電子内視鏡３には処理切替指示スイッチ７０が設けられ、画像処理
回路３０は、モード切替回路４２からの制御信号と処理切替指示スイッチ７０からの指示
信号を受け取り、後述する色変換処理を行う。
【００３８】
従来より内視鏡画像処理として、ＦＩＲフィルタなど空間周波数フィルタが画質改讐、画
像強調処理に用いられており、観察補助に効果を上げてきた。
【００３９】
本実施の形態の画像処理回路３０は、この空間周波数フィルタリングを狭帯域ＲＧＢ画像
に適用する構成となっており、図１２に示すように、入力されたＲＧＢ画像に対して空間
周波数フィルタリング処理を行なうフィルタリング実行部７１と、フィルタリング実行部
７１の出力結果をＲＧＢ各々８ビットレペル内に調整するなどの変換を行なうデータ変換
部７２と、さらにフィルタ切替回路４２からの制御信号と処理切替指示スイッチ７０から
の指示信号に基づきフィルタリング実行部の動作を変更する係数変更部７３とから構成さ
れる。
【００４０】
フィルタリング実行部７１は、図１３に示すように、ＲＧＢのそれぞれの画像データに対
して５×５のマスク演算を行うフィルタリング部８１，８２，８３とフィルタリング部８
１，８２，８３の出力に重み付けを行いＲＧＢのそれぞれの画像データに加算する加算器
８４，８５，８６とからなり、係数変更部７３はフィルタリング部８１，８２，８３に対
するマスク係数を、また加算器８４，８５，８６に対する重み係数を設定する。
【００４１】
これにより、画像データをＲ（ｘ、ｙ）、Ｇ（ｘ、ｙ）、Ｂ（ｘ、ｙ）、フィルタリング
部８１，８２，８３の出力をＲｓ（ｘ、ｙ）、Ｇｓ（ｘ、ｙ）、Ｂｓ（ｘ、ｙ）、重み係
数をωＲ、ωＧ、ωＢとして式（１）のような演算を行うことで、例えば図１４のフィル
タ周波数特性に示すような空間周波数フィルタリング処理結果Ｒ’（ｘ、ｙ）、Ｇ’（ｘ
、ｙ）、Ｂ’（ｘ、ｙ）を出力する。
【００４２】
Ｒ’（ｘ、ｙ）＝Ｒ（ｘ、ｙ）＋ωＲ・Ｒｓ（ｘ、ｙ）
Ｇ’（ｘ、ｙ）＝Ｇ（ｘ、ｙ）＋ωＧ・Ｇｓ（ｘ、ｙ）
Ｂ’（ｘ、ｙ）＝Ｂ（ｘ、ｙ）＋ωＢ・Ｂｓ（ｘ、ｙ）　　　　（１）
図１４のフィルタ特性は、Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３と順にノイズ成分の強調を極力抑えつつ、高
周波数成分を強調する特性になっており、順により強調帯域が高周波数にシフトする。こ
のような強調帯域が異なるフィルタは、それぞれ各バンド別に別個に適用する。
【００４３】
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つまり、モード切替スイッチ４１が押下され狭帯域観察モードとなると、図１５に示すよ
うにＲ画像に比較してＢ画像はより細かい血管パターン、つまりより高周波数特性を持っ
ており、そのパターンをより明瞭に再現するためにフィルタＭ１よりはＭ３を適用するこ
とになる。Ｒ画像はその逆でＭ３よりはＭ１の適用が好ましい。このように、バンドが再
現する生体情報の内容によってフィルタ特性を使い分けることが重要である。
【００４４】
また、このようなフィルタ特性は狭帯域ＲＧＢ画像に対して有効であって、通常観寮時に
は別のフィルタ特性が求められる。したがって、モード切替回路４２に応じて、係数変更
部７３はフィルタ特性を最適なものへと変更する。処理切替指示スイッチ７０からの指示
信号による制御は、例えば強調レベルの調整などを行なう。
【００４５】
このように本実施の形態でも、生体組織の組織表面近くの所望の深部の組織情報を分離し
て視認することができる。
【００４６】
図１６ないし図１９は本発明の第３の実施の形態に係わり、図１６は画像処理回路の構成
を示す構成図、図１７は図１６の前処理部における階調補正テーブルを示す図、図１８は
図１６のエッジ抽出処理部におけるエッジ抽出処理に適用されるヒストグラム分布を示す
図、図１９は図１６のパターン抽出部での処理を説明する図である。
【００４７】
第３の実施の形態は、第２の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００４８】
本実施の形態では、血管走行パターンや粘膜表面微細構造パターンの抽出のパラメータを
フィルタ切替に連動して変更する構成を示す。狭帯域ＲＧＢ画像は、バンド間で表現され
ている情報の独立性が高いことが特傲である。例えば、モード切替スイッチ４１が押下さ
れた狭帯域観察モードでは、図１５に示したようにＢ画像は粘膜表面微細構造や粘膜表層
付近に存在する血管網、Ｇ画像は中層付近に存在する血管網、Ｒ画像は粘膜深層に存在す
る比較的太い血管網と、バンド間で異なる情報を反映し、それらの情報は生体構造の深さ
方向の変化と深い関係がある。このような狭帯域ＲＧＢ画像に対しては、通常観察で適用
するパターン抽出処理を適用するより、よりパラメータを最適化した方が効果的な結果を
得られることが期待できる。
【００４９】
そこで、本実施の形態の画像処理回路３０は、図１６に示すように、ＲＧＢの各バンド画
像データを選択するバンドセレクタ部９１を備え、後段の前処理部９３、エッジ抽出処理
部９４及びパターン抽出部９５よりなるパターン抽出処理部９２での処理に適用するバン
ドを選択する。
【００５０】
ここでは、一つのバンドでも複数のバンドでも良く、抽出したい情報に合わせて選択され
る。粘膜表面微細構造のパターンを抽出したけれぱ、ここではＢ画像がセレクトされる。
あるいは、粘膜深層の太い血管の位置を抽出したけれぱＲ画像が選択される。
【００５１】
パターン抽出処理部９２では、前処理部９３において前処理が行われる。一般的には前処
理は、ディストーション補正、階調補正など、後段の処理に応じて適切な前処理が行われ
る。血管走行パターンなどの処理を行なう場合は、撮像光学系の歪曲収差を補正するディ
ストーション補正処理と濃度分布の規格化のためヒストグラム平坦化処理を行なう。例え
ば階調補正の場合、前処理部９３に入力されたバンドデータｆ（ｘ、ｙ）に対して図１７
に示すような階調補正テーブルＦを適用して出力ｇ（ｘ、ｙ）（＝Ｆ（ｆ（ｘ、ｙ））を
得る。なお、図１７の階調補正テーブルにおいては、曲線ａより曲線ｂの方が強いコント
ラストに変換する。
【００５２】
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次に、エッジ抽出処理部９４において、エッジ抽出処理を行なう。これは、図１８に示す
ようにヒストグラム分布の谷を発見しそのレペルで２値化処理を行なう方法や、微分オペ
レータを用いてエッジを抽出する方法が適用できる。
【００５３】
次に、パターン抽出部９５において、図１９に示すように、例えば領域Ａの面積をＭとし
たとき、このＭと所定のしきい値θとを比較し、Ｍ＜θならば領域Ａを不要なパターンと
してを除去し、θ以上の面積を有する血管などを領域にしているパターンのみを抽出する
。具体的には、膨張、収縮処理や、基準パターンとの照合によりパターンの排除と統合を
行なう。
【００５４】
パターン抽出処理部９２での一連の処理は、各バンドに表現されている情報毎にパラメー
タが最適化されねばならない。例えば、パターン抽出部９５において、Ｒ画像から深部走
行血管を抽出したい場合には、細かな孤立点は極力除去するように動作させるし、Ｂ画像
から毛細血管走行パターンを抽出する場合には、細かいパターンを極力残す動作をさせる
。
【００５５】
パターン抽出処理部９２の処理結果は最後段の画像合成部９６に出力され、画像合成部９
６では、パターン抽出結果を画像に反映させるための画像合成を行なう。ここでは、元の
ＲＧＢ画像にパターン抽出結果を加算したり、パターン抽出結果だけでモノクロ画像を構
成したりする処理を行なう。
【００５６】
上記画像処理回路３０の動作は、モード切替回路４２および処理切替指示スイッチ７０か
らの制御信号に基づいて、係数変更部７３が各処理部の係数を変更することで全体の動作
を最適化する。モード切替回路４２に対しては、通常ＲＧＢ照明の場合は、パターン抽出
処理をバイパスするように制御し、狭帯域ＲＧＢ照明の場合は、画像処理回路３０におい
て、処理切替指示スイッチ７０の制御信号に基づいたパターン抽出処理が行われる。
【００５７】
このように本実施の形態でも、生体組織の組織表面近くの所望の深部の組織情報を分離し
て視認することができる。
【００５８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、生体組織の組織表面近くの所望の深さの組織情報を
分離して視認することのできる内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置の構成を示す構成図
【図２】図１の回転フィルタの構成を示す構成図
【図３】図２の回転フィルタの第１のフィルタ組の分光特性を示す図
【図４】図２の回転フィルタの第２のフィルタ組の分光特性を示す図
【図５】図１の内視鏡装置により観察する生体組織の層方向構造を示す図
【図６】図１の内視鏡装置からの照明光の生体組織の層方向への到達状態を説明する図
【図７】図３の第１のフィルタ組を透過した面順次光による各バンド画像を示す図
【図８】図４の第２のフィルタ組を透過した面順次光による各バンド画像を示す図
【図９】図１の調光回路による調光制御を説明する図
【図１０】図１の画像処理回路の構成を示す構成図
【図１１】本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡装置の構成を示す構成図
【図１２】図１１の画像処理回路の構成を示す構成図
【図１３】図１２のフィルタリング実行部の構成を示す構成図
【図１４】図１３のフィルタリング実行部のフィルタ周波数特性を示す図
【図１５】図１１の狭帯域観察モード時に撮像されるＲＧＢ画像を示す図
【図１６】本発明の第３の実施の形態に係る画像処理回路の構成を示す構成図
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【図１７】図１６の前処理部における階調補正テーブルを示す図
【図１８】図１６のエッジ抽出処理部におけるエッジ抽出処理に適用されるヒストグラム
分布を示す図
【図１９】図１６のパターン抽出部での処理を説明する図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…ＣＣＤ
３…電子内視鏡
４…光源装置
５…観察モニタ
６…画像ファイリング装置
７…ビデオプロセッサ
１０…電源部
１１…キセノンランプ
１２…熱線カットフィルタ
１３…絞り装置
１４…回転フィルタ
１５…ライトガイド
１６…集光レンズ
１７…制御回路
１８…回転フィルタモータ
１９…モード切替モータ１９
２０…ＣＣＤ駆動回路
２１…対物光学系
２２…アンプ
２３…プロセス回路
２４…Ａ／Ｄ変換器
２５…ホワイトバランス回路
２６…セレクタ
２７、２８，２９…同時化メモリ
３０…画像処理回路
３１，３２，３３…Ｄ／Ａ回路
３４…符号化回路
３５…タイミングジェネレータ
４１…モード切替スイッチ
４２…モード切替回路
４３…調光回路
４４…調光制御パラメータ切替回路
６１…逆γ補正処理部
６２…セレクタ部
６３…階調反転処理部
６４…乗算器
６５…対数変換部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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摘要(译)

要解决的问题：将更接近有机组织表面的所需深度的组织信息分离，并
在视觉上确认信息。解决方案：图像处理器30处理以通过使用RGB的两
个带图像信息来计算与血液中的血红蛋白浓度相关的值，IHb（血红蛋白
指数），以及用于去除＆伽马校正的反向和伽马校正处理。用于CRT显
示的是通过表格转换等进行的，用于通过反向和伽马校正处理器61输入
到处理器30的RGB信号。选择流向后级处理的信号用于反向和伽马校正
处理的GB通过选择器62基于来自模式切换电路24的控制信号的信号。在
由灰度反转处理器63进行灰度的反转处理之后，通过乘法器64将该信号
乘以R信号。对数转换是最后由对数转换器65进行，然后从处理器30输
出结果。
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